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長与町社会福祉協議会だより



新会長就任あいさつ

社会福祉法人　長与町社会福祉協議会　会長　勝本　真二

　町民の皆さまには、平素から長与町社会福祉協議会の活動にご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　このたび黒田前会長の後を受け、会長に就任いたしました勝本でござ
います。

　微力ではございますが、長与町社会福祉協議会の円滑な運営と地域福祉の推進のため、
力を尽くしてまいる所存ですので、皆さまのご指導のほどよろしくお願いいたします。
　今日、新型コロナウイルス感染症の影響や少子・高齢社会の進行で、地域社会を取り
巻く環境は大きく変化し、高齢者の孤立や子育てに対する不安、経済的困窮への対応な
ど、地域における生活課題は深刻化し、顕在化してきています。
　長与町社会福祉協議会は、そのような課題に対応し、誰もが住み慣れた地域で安心し
て暮らせる社会づくりを目指して活動しております。当協議会は地域の社会福祉関係者や
町民の皆さまにより支えられておりますので、今後とも更なるご支援とご協力をお願い
申し上げ、就任のあいさつといたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年 4月吉日

１  基 本 方 針

２  重 点 目 標

　社会福祉協議会は社会福祉法において、地域福祉推進における中心的な役割を担う組織とし
て位置づけられております。それを受け、本会は地域住民および福祉組織、関係者、行政機関
などとの協働のもと「地域共生社会」をめざし活動を行っております。
　長期化するコロナ禍において、特例貸付を含む生活困窮に関する相談を受け支援を行っており、
令和 5 年 1 月からは既に償還が始まっております。しかしながら、生活困窮の状態は長期化し、
複合的な課題を抱えているケースが多く、今後もアウトリーチを視野に積極的な取り組みが
求められています。
　また、SDGs の観点から、課題を先送りせず、様々な課題が底辺で関連しあっていることを
意識し、全体がよくなるようにいかに解決するかという視点を大切にして、課題をしっかりと
把握してまいります。そして、その課題について、精通している団体や行政機関と連携し、
解決してまいります。そうした取り組みを通じて、自らの社会的好感度を上げ、職員のレベル
アップを目指し、社会的課題への対処力を高めることにより、地域との関係が構築できるよう
取り組んでまいります。

（１）住民参加の地域福祉の推進　　　　　　      （２）事業内容の見直し・内容充実　　

（３）地域福祉活動充実・拡大のための財源確保　（４）福祉人材確保・養成



障害福祉サービス等事業
¥106,398,000 (28.5%)

経常経費補助金
¥85,175,000 (22.9%)

介護保険事業
¥61,296,000 (16.5%)

就労支援事業
¥51,081,000 (13.6%)

受託金
¥42,261,000 (11.3%)

施設整備等
¥9,000,000 (2.4%)

会費
¥4,945,000 (1.3%)

寄付金
¥849,000 (0.2%)

事業
¥3,423,000 (0.9%)

借入金利息補助金
¥82,000 (0.1%)

前期末支払資金残高
¥4,213,000 (1.1%)

その他の活動
¥4,188,000 (1.1%)

その他
¥461,000 (0.1%)

人 件 費
¥240,965,000 (64.5%)

事 務 費
¥31,823,000 (8.5%)

事 業 費
¥26,463,000 (7.0%)

共同募金配分金事業費
¥5,329,000 (1.4%)

その他
¥297,000 (0.1%)

その他の活動
¥6,755,000 (1.8%)

施設整備等
¥9,000,000 (2.5%)

就労支援事業
¥52,508,000 (14.0%)

支払利息
¥82,000 (0.1%)

助 成 金
¥150,000 (0.1%)

障害福祉サービス等事業
￥103,584,257 (30.7%)

経常経費補助金
￥75,866,835 (22.5%)

介護保険事業
￥55,590,171 (16.5%)

就労支援事業
￥40,415,448 (11.9%)

受託金
￥38,151,242 (11.3%)

施設整備等
￥9,000,000 (2.6%)

会費
￥5,146,975 (1.5%)

寄付金
￥2,222,805 (0.6%)

事業・補助金・受取利息・その他
￥4,205,827 (1.2%)

保育事業
￥4,035,000 (1.1%)

その他の活動
￥214,150 (0.1%)

人件費
¥226,649,133 (67.0%)

事務費
¥25,643,874(7.6%)

事業費
¥23,914,036 (7.0%)

共同募金配分金事業費
¥5,456,773 (1.6%)

当期資金収支差額
¥174,002 (0.1%)

その他の活動
¥6,232,040 (1.8%)

施設整備等
¥9,000,000 (2.6%)

就労支援事業
¥41,006,019 (12.2%)

助成金・支払利息・流動資産・その他 ¥356,833 (0.1%)

令和 4 年度　決算報告

社協会員加入のお願い

■会費は、次のような事業に活用しています。
　　◇ボランティア活動支援（小・中学校での福祉体験学習の実施など）
　　◇住民主体の地域福祉活動の推進・支援（福祉マップ作成、福祉員による声かけ活動など）
　　◇社協だよりの発行　◇こどもの居場所づくり　◇生活困窮者世帯等への食糧支援など
　安定した福祉活動運営のため、今後も皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

地域福祉を推進するための貴重な財源として、毎年８月に皆さまへ会員加入のお願いをしています。

会 費　 一般会費（一口 500 円）　 賛助会費（一口 1,000 円）　 特別会費（一口 5,000 円）

〜あなたの支援が地域福祉を支えます〜

令和 5 年度　資金収支予算

収入の部 支出の部（単位：円） （単位：円）

収入の部 支出の部（単位：円） （単位：円）

収支総額：373,372,000 円

収支総額：338,432,710 円
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問合せ　長崎おもちゃ病院　TEL：070-2388-1414　担当：橋口

　おもちゃ修理はお金をかけずに楽しめる最高の趣味です。
　指先や頭を使って脳力アップ。仲間や依頼者との社会交流、直せ
たときの充実感とこどもたちの笑顔を見る満足感。ささやかながら
社会貢献につながるなど、良いこと尽くめです。
　おもちゃドクターになるのに特別な資格は必要ありません。経験
も不要。おもちゃを直してこどもを喜ばせたいという熱意があれ
ば、どなたでもなれます。秋には初級おもちゃドクター養成講座を
予定しています。あなたも一歩踏み出してみませんか。

長崎おもちゃ病院は、壊れたおもちゃを無料で修理するボランティア団体です。

　日本全国には 678 箇所のおもちゃ病院があり、
長崎おもちゃ病院はそのひとつです。
　平成 24 年に発足以来、おもちゃ修理を通じて
こどもたちに物を大切にする心を育み、明るい町づ
くりにつなげることを目標としています。 
　現在、会員は 35 名で「楽しく仲良く」をモットー
に活動中です。その原動力はおもちゃが直ったと
きのこどもたちの笑顔です。

長与町老人福祉センターでも
　　　　　　　　開催しています

　長与町では、平成 27 年 1 月 31 日の開催を
機に、毎年 3 回開催するようになり 9 年が過ぎ
ました。住民の皆さまにも周知され、多い時に
は 70 件を超す依頼がありました。

ドクター募集

長崎おもちゃ病院 検 索

開 催 予 定 令和 6 年 1 月 13 日（土）
令和 5 年 9 月  2 日（土）

10 時〜16 時（受付 14 時まで）



長与町の「郷土芸能」紹介

舟津「川船」

　５年に一度開催されています「長与町郷土芸能大会」が、令和 5 年 11 月 5 日（日）に
長与小学校体育館で行なわれます。今回から３回に分けて長与町内 9 団体をご紹介します。

　川船の始まりは、舟津の網元の吉岡政太郎氏
が、明治 20 年に新居落成の折、大太鼓を購入し
て「川船ばやし」を披露したのが始まりと伝え
られています。それ以来、祝い事があると川船
ばやしを唄って喜び合ったといわれています。
　現在唄われている「大漁ばやし」は、昭和 33 年
に故松野伝氏が役場の庁舎落成を記念して作詞し
たものです。
この時から網
を打ち、魚を
捕る振り付け
が新たに加わ
りました。

道ノ尾「獅子舞」
　道ノ尾獅子舞は、五穀豊穣、新築祝い、祭りの
際に地域の親睦と繁栄を祈るために舞われたもの
です。かつて農耕の里であった道ノ尾・高田越地
区にあって、豊作の祈願、あるいは水不足の折の
雨乞いのために江戸の昔から今日まで、先人達か
ら今の私たちまで受け継がれてきたものです。
　昔の踊りをそのままに、素朴でどこか懐かしい、
心に残る踊りです。

西高田「にわか」
　にわかの起源は、江戸時代から明治にかけて
流行した即興喜劇・祭礼等の風流の趣向に発し、
特に島原・吉原などの廓の祭礼の練物に応用され
17 世紀から 18 世紀初め頃から盛んになりまし
た。西高田のにわかは「人形からい」と言われる
もので、明治 30 年代に陣野知一氏が諫早で行わ
れていた出し物を伝えたと言われています。これ
を長崎くんちに奉納したり神社仏閣の祭礼や新築
祝いの出し物として住民総出で参加し賑わせたも
のです。

本川内「琴の尾太鼓」

其の一

　少ない世帯ですが皆でがんばってます。
是非、演技を観てください。 
（ヤッサカサ）

会 長　中川 智徳

　約 200 年の伝統を持つ道ノ尾獅子舞を、
周りの方々と協力し合い、後世代に残して
いけるよう努力していきたいと思います。

会 長　川口 克己

　だんだん自治会の人数も減ってきてい
ます。今こそ芸能部が奮起して自治会を
盛り上げようと思っています。

　なかなか思うような練習ができない
日々が続きましたが、前大会を上回るよう
な演技ができるよう皆で練習しています。

会 長　尾﨑 光生 会 長　山口 憲一郎

　古くから本川内郷に継承された浮立が、明治
40 年の長与村役場庁舎落成記念式典への出場を
最後に途絶えていました。その時の「大太鼓」は
地区集会所で保存し、盆踊りなどで使用されて
いましたが、昭和 62 年に、この太鼓を生かし、
和太鼓による組太鼓を編成し郷土芸能として継承
し、地区住民の親睦と地域発展を目的に「琴ノ尾
太鼓」を立ち上げました。青年・中高生・小若
（小学生）で構成され、各種イベントに出場して
います。



〜夏勉のご案内〜

◆ 開 催 日：令和 5 年 7 月 27 日（木）、28 日（金）、8 月 2 日（水）、3 日（木）、4 日（金）
　　　　　　　　　　 8 月 16 日（水）、18 日（金）、23 日（水）、24 日（木）、25 日（金）
◆ 時　　間 ：10 時 〜 12 時　　◆ 場　   所 ：老人福祉センター 1 階 大ホール

◆ 参 加 費 ：無料　  　  　　　 ◆ 対      象 ：町内在住の小中学生

◆ 申込方法 ：前日までに電話にてお申込みください。

夏休みの期間中、小中学生の自主学習のために老人福祉センターの冷房の効いたお部屋を提供します。

長与町ボランティアセンター　TEL：095-883-7588（担当：久部・山口）問合せ

　消費期限が近くなった商品をご寄付いただき、地域で困っている方々へ
お渡ししています。3 年前に 1 事業所様と開始した試みが少しずつ広がり、
4 月 1 日現在、町内外 6 事業所様にご協力いただいております。

　令和 5 年 3 月 5 日に長与町老人福祉センター大ホール
にて、「緊急食材配布会」を実施しました。町内のひと
り親家庭、生活困窮家庭等に向けた食材や日用品の配
布、寄付でいただいた小型家電、衣類等の譲渡や相談
会を行いました。長与町内在住 100 世帯分の食材や
日用品等は、『ひとり親家庭福祉会ながさき』『生理の
貧困対策プロジェクト・ながさき』『生活協同組合ララ
コープララながよ』『（有）井上チルド配送センター』
及び地域の方々のご厚意によるものです。来場者から
は「物価高騰の中でとても助かります。」など、たくさ
んの喜びの声をいただきました。（敬称略）

掲載許可のある事業所様の紹介
・㈲井上チルド配送センター 様
・片岡産業㈲カーニバル 様
・生活協同組合 ララコープ ララながよ 様
・Baked goods am 様
・Pain de Seigle 様

　令和 4 年度は、延べ 173 世帯（内こどもの数は 263 人）への支援が実施されました。
助け合い活動の活性化に努めていきます。

① 「もったいないからありがとうへ」

② 「緊急食材配布会」を実施！

生活福祉課　TEL：095-801-5050（担当：吉原）



　長与町社会福祉協議会の取り組みにご賛同いただいた企業・
施設等の皆さまが、特別会員に加入してくださいました。
　皆さまからの会費は、地域福祉充実のために大切に使わせて
いただきます。



※ 個人情報保護法に基づき、同意を頂いた方のみ掲載しております。

＊長与町社会福祉協議会では、車椅子等の福祉用具の無料貸し出しを行っています。
編集 / 発行：長与町社会福祉協議会　長崎県西彼杵郡長与町嬉里郷 431-1　TEL：095-883-7760
作成：就労継続支援 B 型事業所　ほほえみの家　「ふれあい工房」

問合せ・申込み 長与町社会福祉協議会

■ 開 催 日：毎月最終土曜日（原則）
■ 相談時間：9 時 30 分 〜 12 時
　　　　　　（1 組につき 20 分以内）
■ 相談定員：7 組
■ 受付方法：相談月の第 2 週目 月曜日〜金曜日
　　　　　　（祝日を除く）9 時 〜 17 時
　長与町社会福祉協議会へ来所、または電話
でお申込みください。
　定員になり次第、締め切らせていただき
ます。

心配ごと相談所　TEL：095-883-7755
事務局　　　　   TEL：095-883-7760

ご寄付ありがとうございました
（令和 5 年 2 月 11 日〜令和 5 年 6 月 26 日　受付）

善意のご寄付

◎ 香 典 返 し
葉山　義文 様（本川内郷　亡母　タミ　 様）
平田　尚　 様（本川内郷　亡母　美惠子 様）

　皆さまから寄せられた香典返しや篤志寄付は、
町内の地域福祉の推進活動等に有効活用させてい
ただいております。
　香典返しを寄付いただいた方には、本会より挨
拶状（忌明け礼状）の印刷を行っております。なお、
いただいた寄付金は税額控除の対象となります。

◎ 篤 志 寄 付

新職員紹介

よろしくお願いします

　長崎北陽台高等学校の皆さまから、心温
まる救援金のご寄付がありました。
　また町民の皆さまからも、たくさんのご
協力とご支援をいただいています。ありがと
うございます。
　なお、長与町社会
福祉協議会の窓口に
も救援金の募金箱を
設置しています。
　ひき続きご協力よ
ろしくお願いします。

　５月 27 日（土）長与町老人クラブ連合会の
有志の方々のご厚意により、老人福祉センター
敷地内の剪定作業が行われました。
　夏に向けて敷地内の草木はスッキリ整いま
した。今年もありがとうございました。

岳鐘会長与支部 様　　坂本　米子 様

事務局長

　永田 博己

生活福祉課　木島 和美

思いやりを持って
仕事に取り組みます。


